
◇◇ ＜方程式 文章問題 “道のり・速さ・時間”問題＞ No. 1 ◇◇ 

【追いつく・追い越す】 

  ◇「姉が出発してからの時間（＝姉が歩いた時間）」を「χ 」で表して式を作ってみよう♪ 

(1) 姉は毎分 80m の速さで歩いて駅に向かい、その 4 分後、姉の忘れ物を届けるために妹が自転車で

姉を追いかけました。妹が自転車で進む速さは毎分 240m です。妹が姉に追いつくのは、姉が出発して

から何分後ですか。 

  ◇「追いつく・追い越す」という問題だと、2人の「進んだ道のり」が等しいから、道のり＝道のり という式を作ると 

   うまくいくことが多いよ！ 

   ８０χ ＝２４０（χ －４）  ← 姉の歩いた道のり（速さ×時間） ＝ 妹が自転車で走った道のり（速さ×時間）    

８０χ ＝２４０χ －９６０   １６０χ ＝９６０   χ ＝６         ↑  (     ６分後      ) 

  ◇妹が自転車で走った「時間」は、姉が歩いた時間より 4分短い（少ない）よね。だから（χ －４）と表していますφ(^_^ ) 

 

(2) 姉は毎分 100m の速さで歩いて駅に向かい、その 6 分後、姉の忘れ物を届けるために妹が自転車

で姉を追いかけました。妹が自転車で進む速さは毎分 250m です。妹が姉に追いつくのは、妹が出発し

てから何分後ですか。 

 ◇今度は「妹が出発してからの時間」を「χ 」で表してみよう♪ 

   １００（χ ＋６） ＝２５０χ  ← 姉の歩いた道のり（速さ×時間） ＝ 妹が自転車で走った道のり（速さ×時間） 

１００χ ＋６００＝２５０χ    －１５０χ ＝－６００   χ ＝４         (     ４分後      ) 

 ◇姉が歩いた時間は、妹が自転車で走った時間より６分長い（多い）よね。だから姉の「時間」を（χ ＋６）と表しているよ。 

 

(3) 散歩をしている A さんが、大きな橋を渡り始めました。その 2 分後、ジョギングをしている B さんが、

同じ方向からその橋を渡り始めました。A さんの歩く速さを 50m/分、B さんの走る速さを 170m/分とする

と、B さんが A さんを追い越すのは、A さんが橋を渡り始めてから何分何秒後ですか。 

  ５０χ ＝１７０（χ －２）  ← A さんの歩いた道のり（速さ×時間） ＝ B さんの走った道のり（速さ×時間） 

  ５０χ ＝１７０χ －３４０  １２０χ ＝３４０  χ = 
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       ◇分数で答えが出て、それが「何分何秒」なのかを求めるには、□ △

６０
 という分数↑に直すと良いよ！ 

(4) P君が午前 8時にスタート地点から走り始め、Q君が P君の後を追いかけて午前 8時 1分に同じス

タート地点から走り始めた。P 君は分速 160m、Q 君は分速 200m で走り、しばらくして Q 君が P 君を追

い越した。Q君が P君を追い越したのはスタート地点から何mのところか求めよ。 

    χ 

１６０
 －１ ＝ 

χ 
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  ← P君の走った「時間」（ 

道のり
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 ） ＝ Q君の走った「時間」（ 

道のり
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 ） 

        ↑P君の走った「時間」は Q君より 1分長いので、イコールでつなぐには、1を引く！ 

        （そうしないと「両辺が等しく」ならないの！） 

        《別解》 Q君の走った「時間」のほうが短いから、短いほうに 1を足して、 χ 

１６０
 ＝ 

χ 
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 ＋１ としても OK。 

両辺に８００をかけて ５χ －８００＝４χ    χ ＝８００                 (     800m     ) 

 ◇この 2 人は「道のり」が等しいけど、それ（道のり）をχ にしたいので、道のりと速さで 2 人の「時間」を表して、1 を引いて調

整してイコールで結んでいます。このあたりがやや難しい問題だね。（※P君か Q君の走った「時間」をχ として、(1)～(3)と 

同じ形の式を作ることもできるよ。そうすると ◇◇ ふたばプリント ◇◇ χ ＝５（分）、そこから道のりを求めると 800m！） 

http://futaba-juku.sakura.ne.jp/


【出会う・すれ違う】 

(1) 散歩をしている A さんが、長さ 640m の橋を渡り始めました。同時に、ジョギングをしている B さん

が、反対側からその橋を渡り始めました。A さんの歩く速さを毎分 70m、B さんの走る速さを毎分 210m

とすると、2人が橋の上で出会うのは、A さんが渡り始めた側から何mの地点ですか。 

  ◇「出会う・すれ違う」という問題だと、2人の「進んだ時間」が等しい（ただし「同時に」出発する場合）から、 

   時間＝時間 という式を作るとうまくいくことが多いよ！ 

    χ 

７０
 ＝ 

６４０ − χ 

２１０
  ← A さんの歩いた「時間」（ 

道のり

速さ
 ） ＝ B さんの走った「時間」（ 

道のり

速さ
 ） 

          ↑A さんの歩いた道のりを「χ 」と表すと、B さんが反対側から走った道のりは「６４０－χ 」と表されるよ。 

←────  640m     ────→  

←─ χ m ─→ ←─ (640－χ )m ─→  …こんな感じ。 

両辺に２１０をかけて ３χ ＝６４０－χ  ４χ ＝６４０  χ ＝１６０           (     160m     ) 

 

(2) 午前 10時ちょうどに、S駅から 7km離れた T駅に向かって時速 60kmの電車が出発し、T駅から

S 駅へは時速 80km の電車が出発した。電車は一定の速さで走るものとすると、この 2 台の電車がすれ

違うのは、T駅から何 km離れた地点か。 ◇2台の電車は「同時に」出発しているよ！ 

    ７ − χ 

６０
 ＝ 

χ 
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  ← S駅からの電車が走った「時間」（ 

道のり

速さ
 ） ＝ T駅からの電車が走った「時間」（ 

道のり

速さ
 ） 

     ↑T駅からの電車が走った道のりを「χ 」と表すと、S駅からの電車が走った道のりは「７－χ 」だね(^o^)b 

両辺に２４０をかけて ４（７－χ ）＝３χ    ２８－４χ ＝３χ    ７χ ＝２８   χ ＝４  (     4km      ) 

 

(3) 午前 10時ちょうどに、S駅から T駅に向かって 80km/時の電車が出発し、1分後、T駅から S駅に

向かって 90km/時の電車が出発しました。この 2台の電車は S駅と T駅のちょうど中間の地点ですれ違

ったといいます。電車は一定の速度で進むものとすると、2台の電車がすれ違ったのは何時何分ですか。 

  ◇「ちょうど中間の地点ですれ違った」→2台の電車の走った道のりが等しいよね。道のり＝道のり の式を作ろう( ^o^)φ 

  ◇↓「/時」（時速）という単位に合わせて、分を「時間」に直したい！そんな時は、 △

６０
 という形で表すと良いよ♪ 
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      T駅からの電車が走った↑「時間」は、S駅からの電車が走った「時間」より１分短いので、その分を引いているよ。 
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両辺に６をかけて ８χ ＝９χ －９    χ ＝９             (  午前 10時 9分  ) 

 《別解》 90km/時、80km/時（時速…１時間あたりに進む距離の値）をそれぞれ「分」という単位に合わせて、「分速」に直す。 

  １時間は６０分だから、１分あたりの「分速」を求めるには、時速の値を６０で割る。 → ８０÷６０＝
８０

６０
＝
４

３
 km/分。 

  → ★の式が 
４ 

３
 ×χ ＝ 

３

２
 ×（χ －１） となるよ。（おや！☆の式と同じだねぇ！） あとは計算すれば同じ答えに♪ 

 ◇何となく…つかめたかな？ 

 方程式の文章問題は「＝（イコール）」を入れて式を作るから、「何と何が等しいのか」を見つける、 

 「どう調整したらイコールで結べるか」を考える、これが最大のポイント！ 

 初めはどうしても難しく感じるけど、たくさん挑戦してみると ◇◇ ふたばプリント ◇◇ だんだん慣れてくるよ！これほんと(^▽^)v 
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